





































































































































































































 同法典は 313条からなり、総論と各論における 4編に分けられている。まず、第一編（第 1
条から 67条）は犯罪と罰、第二編（第 68条から 178条）は公的な犯罪、第三編（第 179条か




















律（1841年 12月 3日法律 261号）が制定されたが、30年後に 1871年 9月 20日法律 2033号
によって廃止された。 
2.4. 1850 年商法典 
 19世紀における商法に関する規制は、1808年におけるポルトガル王室のブラジルへの亡命
とともに、商・農・工・航海評議会が任命され、カイルー子爵が商法典の編纂を委嘱されたが、












行に必要な規則を制定することが予見されており、それに基づいて、1850 年 11 月 25 日に規
則 737号および 738号が制定された。前者は手続き、執行、控訴について規定し、後者は商業
裁判所および破産手続きについて規定した。 








































 まず、公布されたのは、「エウゼビオ・デ・ケイロス法」として知られる 1850年 9月 4日法
律第 581号であり、奴隷の海上輸送を禁じるものであったが、農園主の反対によって効果が上
がらず、次の「新生児解放法」として知られる 1871年 9月 28日法律の公布まで 20年以上の
歳月を必要とした。また、その次の法律は「60歳法」として知られる 1885年 9月 28日法律









































イ・バルボーザと肯定派のカルネイロ・リベイロ両上院議員はそれぞれ 1904 年と 1905 年に
REPLICAと称する意見書を提出し、議会の場において熾烈な議論が交わされた。草案提出者
のべヴィラックアも、1906 年に PROJETO と呼ばれる文書を提出して、自らの立場を擁護し
た。このようにして、政府および国会における審議に 10年以上の年月が費やされたが、議会
は 1915 年にこれまでの草案を民法案に格上げして最終審議に入った。そして、それは 1916





















































 第二次世界大戦中、バルガスは枢軸国との国交断絶を行い、1942 年 8 月には若干の空海兵

























BEVILACQUA, Clovis, Codigo Civil dos Estados Unidos do Brasil commentado por Clovis Bevilaqua, 







NASCIMENTO, Walter Vieira do, Lições de História do Direito, Revista e ampliada, 15ª. edição, 
Editora Forense, Rio de Janeiro, 2007 
CASTRO, Flávia Lages de, História do Direito Geral e Brasil, 6ª. edição, Editora Lumen Juris, Rio 
de Janeiro, 2008 
 
